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全国学力・学習状況調査の結果について 

 4 月１８日に実施しました全国学力・学習状況調査について、有田小学校の状況をお知ら

せします。学力面において、国語、算数ともに今年度も県平均、全国平均を上回り、2 年連

続でよい結果でした。この結果は、学校だけでなく家庭・地域での取組が進み、そのことが

子ども達一人ひとりの頑張りにつながったことを示すものだと考えます。これらは単に、問

題が解けるようになったということのほか、授業や家庭学習、地域の活動等に向かう子ども

達の意欲的・積極的な姿勢がより前向きになったことを示すものだと思います。ご一読いた

だき、今後の家庭でのご指導の参考にしていただきますようお願いします。 

 

【１ 学力調査について】 

 本校の児童は、集中して調査に取り組んでいました。問題に対して「わからない」とあき

らめてしまう「無解答」は、一昨年度と昨年度に引き続き、ほとんどありませんでした。学

習内容が定着しており、それを活用して粘り強く取り組んだと言えます。また、記述式の問

題に対しても自分の考えを書くことができており、考える力・書く力が育ってきていると言

えます。 

全体の結果としては、国語、算数ともに全国平均を上回りました。全国平均を上回った問

題数は、国語は１４/１４、算数は９/１４（全国平均を上回った問題数/全問題数）という

結果でした。 

しかし、県平均、全国平均を上回っていても、正答率としては低い問題があります。また

県平均、全国平均を下回りさらに正答率の低い問題もありました。これらは本校の弱みであ

ります。その点について以下、国語、算数について述べます。 

 

＜国語について＞ 

（( 1 ⃣三（34.4％、30.1％、28.8％)（本校正答率、県正答率、全国正答率）） 

この問題は、公衆電話について調べたことを【報告する文章】の枠内に、「調査の内容と

結果」から分かったことをまとめて書くことを問われています。この問題には 3 つの条件

があり、それに適応するような文章を作成していかなくてはなりません。目的や意図に応じ

て、まとめる力が必要です。  

（( 1 ⃣四（1）ウ（37.5％、33.7％、35.6％) （本校正答率、県正答率、全国正答率）） 

この問題は漢字の問題です。「公衆電話についてかんしんをもつ」という文章のかんしん

に適応する漢字は何かが問われています。同音の熟語はいくつかありますが、文意を考慮し

て適切な漢字を記入する力が必要です。 

（( 1 ⃣四（2）（53.1％、47.3％、47.8％) （本校正答率、県正答率、全国正答率）） 

この問題は、相手にわかりやすい文章にするために、長い文章を適切な接続詞を使って簡

潔に表現していくことが問われています。文と文との意味のつながりを考えながら、接続詞



を使って内容を分けて書く力が必要です。 

 

＜算数について＞ 

（( 1 ⃣（3）（31.3％、40.1％、43.9％)（本校正答率、県正答率、全国正答率）） 

この問題は示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述することを

問われています。数や演算の表す内容を明らかにして説明する力が必要です。 

（ 2 ⃣（3）（46.9％、51.3％、52.1％)（本校正答率、県正答率、全国正答率）） 

この問題は二つの棒グラフから、一人当たりの水の使用量の変化を読み取ることが問わ

れています。資料の特徴や傾向を関連付けて一人当たりの水の使用量の増減を判断する力

が必要です。また、「一人あたり」「1 時間あたり」「1ℓあたり」等の単位量の考え方に生活

の中でも慣れていく必要があります。 

（ 3 ⃣）（2）（21.9％、29.6％、31.1％)（本校正答率、県正答率、全国正答率）） 

この問題は示された計算の仕方を解釈し、減法の場合をもとに、除法に関して成り立つ性

質を記述することを問われています。前述の内容を理解し、その内容を算数用語を正しく使

い記述する力が必要です。 

（ 3 ⃣）（4）（28.1％、44.3％、47.0％)（本校正答率、県正答率、全国正答率）） 

この問題は 180÷0.6 の解答は 1800÷6 から求めることができ、その除法の式の意味

を理解し、さらに問題をよく読み、何を問われているのかを明確にする力が必要です。 

 

【２ 学校としての今後の取り組みについて】 

以上が本校において正答率が低かった問題です。国語についてはいずれも県平均と全国

平均より上回っていました。算数においてはこれらの４つの問題については県平均と全国

平均より下回っていました。これらから、課題の意味を理解し、わかりやすく論理的に説明

できる力をつけていく必要性が見えてきました。そこで、普段からどのように話をすれば相

手にわかりやすく伝えることができるかを考えていくことに注力していきます。また、「一

人あたり」といった単位量をもとに思考していくことにも慣れさせていきたいと考えてい

ます。 

今後、「わかる授業」に向けて、授業改善についてさらなる研究を進め、自分の考えを

しっかりと持ち、それを伝え合い学び合う授業づくりをめざしていきます。特に算数科

では、習熟度別学習の取り組みを充実させることにより、より理解力を深めていきます。 

授業において、学び合いを進めるためには、子どもたち同士がお互いの考えを尊重し

何でも言える雰囲気をつくっていくことが大切です。そのためにも、がんばりを「認め

る、励ます、ほめる」ことを大事にしながら学習で鍛えることを進めていきたいと考え

ています。今後ともご理解ご協力よろしくお願いいたします。 
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